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図 1	 日光山内とその門前町の現在の様子	 
国土地理院 1/25,000 地形図「日光南部」（平成 14 年 7 月 1 日発行）部分。図中央に東照宮や二荒山
神社などの聖域があり、大谷川に沿って東へ下った辺りにかつての宿場町（鉢石宿）がある。 












れていた（秋本 1982 6 ,	 春日
20077）。徳川家康が東照大権現と
して日光山に祀られたのは 1617
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図 3	 鉢石宿の様子	 
天保年間。宿の入口には木戸と石垣があり、宿
内は町ごとに柵で仕切られていた。 
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客が増加し、1893 年におよそ年間 10 万人
だった日光駅の乗降客数は、1900（明治 33）
年には 17 万 6 千人にまで増加した（野瀬
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図 4	 初鹿大明神の掛け軸	 
（殿堂案内協同組合蔵） 
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28 人、女性 32 人）おり、女性の割合が高
かったことが示されている（pp.74-76）。そ
れからおよそ 10 年後の 1994 年、『日光山物
語』とほぼ同趣の『知られざる日光』34を上













2009 年 7 月現在、組合に在籍する堂者引
きは 23 名（内訳は男性 17 名、女性 6 名）
であり、減少傾向がなおも続いていた。ま
た堂者引きとしての勤続年数をみても、男
性の平均が 24 年 7 ヶ月（最短 1 年 3 ヶ月、





2009 年の時点で 52.7 歳、下は 32 歳、最高
齢は 87 歳であり、これも過去の記録に記さ
れていた上 73 歳、下 23 歳（1983 年）、上
80 代、下 18 歳（1994 年）からすると、や
や高齢化が進んでいる35。	 





























入」（16 人中 10 人）と鮮やかなコントラス
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図 5	 80 年代の女性堂者引きの案内風景	 
（『日光山物語』p. 75 より転載） 
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れておく。2012 年 2 月現在、同組合のウェ
ブサイトに掲載されている基本料金（2 時
間案内）の料金表は表 1 の通りである。こ
のほか、2 時間～2 時間 30 分までは 3,000



















表 1	 堂者引きの料金表	 














































































図 9	 堂者引きの組織構造	 
各組合員と組合は、運営費の支払い
と営業許可とで繋がっている 
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  アイルランドとウェールズ地方全域に
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した（MacCannell	 1976,	 pp.	 103-104）。	 
マッカネルは、社会学者ゴッフマンの役
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学）在職中の 2009 年 6 月 24 日、同大大学
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